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Rutvika Manohar（引原教授）「 Energy Transfer Characteristics of Ring Coupled Converters using 
Passivity Based Control」（リング結合コンバータの受動性に基づく制
御によるエネルギー伝送特性）
This thesis presents a dispersed generation system of multiple coupled DC/DC converters with 
DC power sources connected in a ring formulation. Passivity Based Control, which focuses on the 
energy characteristics of the system, is employed to achieve stabilization at a desired equilibrium. 
Multiple facets of the coupled converter system such as the dependence of equilibria on the structure 


























































































































































大　原　隆　裕（白石教授）「 Fe3Si を用いたスピンポンピング法による n型 Si 中での純スピン流輸送
に関する研究」





報告されている。本研究では Si スピンMOSFETでのスピン信号向上のため、n型 Si 中のスピン輸送
物性について、特に Si 中でのスピンの散乱確率と高電界領域における輸送特性を中心に研究した。
松　島　真　之（白石教授）「単結晶 Fe上に成膜された高配向Bi におけるスピン変換物性の研究」
Bi のスピン流 - 電流変換物性を詳細に調べるため、高配向Bi を単結晶 Fe 上に成長させた試料を作製










































前　田　拓　也（木本教授）「 GaN p-n 接合ダイオードにおけるアバランシェ破壊特性および Franz-
Keldysh 効果に関する研究」




趙　　　英　鑫（木本教授）「 Impact Ionization Coefficients of SiC in the Wide Temperature Range（広
い温度範囲におけるSiC の衝突イオン化係数）」
SiCデバイスの絶縁破壊を支配する衝突イオン化係数に関する研究を行った。電界集中を緩和した様々































































入　江　　　連（北野教授）「単一 171Yb+ の 2S1/2 － 2D5/2 時計遷移分光」
冷却レーザー光を 2方向から導入して軸対称性のよいトラップでの冷却を可能とし、単一Yb+ をラム・
ディッケ領域に捕捉した。また、標記時計遷移分光で必要となる 2F7/2 準位の脱励起を 1本のレーザー










稗　田　敬　祐（北野教授）「 金属 Lieb 格子における擬表面プラズモンの低速伝搬と誘電体局所センシ
ングへの応用」























の高速成長と炭素不純物の混入の無い高品質薄膜の成長を達成した。また p型 Ir2O3 の成長において成







































































































尹　　　　　博（守倉教授）「 Game Theoretic and Stochastic Geometry Analysis of Multi-Operator 




























































































































































































廣　瀬　勝　敏（土井教授）「 {100}<001> 集合組織Cuテープを基材とした YBa2Cu3O7 超伝導線材の
ためのチタニア系導電性中間層の開発」






前　田　啓　貴（土井教授）「 {100} <001> 集合組織Cuテープを基材としたYBa2Cu3O7 超伝導線材構
造最適化に関する研究」









高　谷　聡　志（白井教授）「 Recovery Characteristics of Superconducting Tape with Several 
Surface Conditions and under Pressurized Condition for Resistive 





































































楊　　　　　波（篠原教授）「 Study on a Phase-controlled Magnetron for Wireless Power Transmitter」
これまで制御婦が難しかった特殊な 5.8GHz マグネトロンを用いて位相制御マグネトロンの構築に成
功し、さらにその雑音レベルを -50dB 以下に抑制できた。これと同時に周波数ロック時間を 100μs 以
内に短縮、位相制御精度± 1°以内を実現した。
平　賀　涼　子（大村教授）「 Study on Acceleration Mechanism of RadiationBelt Electrons through 


















































































丁　　　　　豪（中村（裕）教授）「 Hotspot Detection and Machine Operation Modeling for 3D 
Scene」（3次元シーンのための接触点の検出と機器操作のモデル
化）
頭部に装着したカメラなどによって、主観的な視点から機械操作などの作業を記録した映像データに
対して、手先での操作などで生じる手と機械の重要な接触を自動的に抽出するための三次元的な手法を
提案した。
